
７ 尻別川断層の評価７．尻別川断層の評価
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（１）尻別川断層の地形調査結果

７．尻別川断層の評価

Ⅴ＜尻別川断層周辺の地形概要＞
尻別川河口から寿都湾にかけての海岸沿いには，海成段丘
が分布 に対 別川右岸に 海成段丘面が分布する。これに対して，尻別川右岸には，海成段丘面は

認められず，尻別川下流に沖積平野，ニセコ火山地，山麓斜
面及び丘陵地が広がる。また，茅沼川以南の磯谷山地内では，
河成段丘面，地すべり地形等が分布する。

Ⅱ～Ⅲ

①尻別川河口～磯谷牧場付近
活断層研究会編（1991）（１）に断層が示されるが，尻別川

沿いには，山地と沖積面との地形境界が認められるのみで

文献

区分Ⅰ～Ⅳに該当するような変位地形は認められない。しか
し，この区間は，南方からの変位地形の延長部にあたり，山
地斜面が急なことから，断層等が伏在する可能性が考慮さ
れ，区分Ⅴとして考慮した。

②磯谷牧場～茅沼川付近
磯谷山地と尻別川低地の境界付近にNNW-SSE方向の遷

緩線とその南方の小規模な丘陵の基部に低崖が認められ，
磯谷山地内に逆向き崖，鞍部が断続的に認められる。

尻別川地域の地形分類図
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７．尻別川断層の評価

Ⅴ

③茅沼川～ツバメの沢川付近
NNW-SSE方向にHf2段丘面，Hf3段丘面及び山地斜面と

Mf1段丘面との地形境界やMf1段丘面上の低崖及び遷緩線
が認められる

Ⅱ～Ⅲ
が認められる。

④ツバメの沢川以南④ツバメの沢川以南
北方の変位地形に連続して中田・今泉編（2002）（2）にお

いて推定活断層が記載されている。推定活断層が示される
付近では，山地斜面に遷緩線が，地すべり土塊内に低崖及
び遷緩線が認められるが，中位及び高位河成段丘面には，

文献

高度不連続，崖及び逆向き崖の並走が認められず，区分Ⅰ
～Ⅳに該当するような変位地形は認められない。

尻別川地域の地形分類図
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地質構造は 尻別川左岸 磯谷牧場付近から茅沼川付近にかけては 磯

（２）尻別川断層の地質及び地質構造

７．尻別川断層の評価

主な地点の走向・傾斜

地質構造は，尻別川左岸の磯谷牧場付近から茅沼川付近にかけては，磯
谷層と尻別川層の地質境界付近の急傾斜帯で特徴づけられる。その北方及
び南方にかけては，尻別川層の傾斜は緩くなる。

Ａ
①

②

Ａ’

主な地点の走向・傾斜

①尻別川河口 尻別川層砂岩・礫岩 Ｎ20°Ｅ/30°Ｅ
②尻別川河口 磯谷層泥岩 Ｎ40°Ｗ/25°Ｅ
③茅沼川付近 磯谷層泥岩 Ｎ/80°Ｅ
④茅沼川付近 尻別川層砂岩・礫岩 Ｎ20°Ｗ/84°Ｅ
⑤クスリの沢川付近 尻別川層砂岩 礫岩 Ｎ40°Ｗ/20°Ｅ

Ａ

Ｂ’

①
②

Ｂ’

⑤クスリの沢川付近 尻別川層砂岩・礫岩 Ｎ40°Ｗ/20°Ｅ

Ａ Ａ’
ＢＢ

③

Ｃ’Ｃ
Ｃ

Ｃ’④

⑤

Ｄ Ｄ’

Ｄ

⑤

Ｄ Ｄ’Ｄ’

Ｅ Ｅ’Ｅ Ｅ’

主な地点の走行 傾斜位置

尻別川地域の地質図 尻別川地域の地質断面図
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主な地点の走行・傾斜位置



（３）尻別川断層の南方における調査

７．尻別川断層の評価

＜ツバメの沢川周辺における反射法地震探査結果＞
変位地形の南方延長部を横断する約4kmの区間で反射法地震探査を実施。尻別川断層南方

延長部では，Mf1段丘堆積物以下に変位及び変形は認められない。

露頭位置

露頭柱状図
（Mf1段丘面）

凡 例

調査位置
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７．尻別川断層の評価

＜クスリの沢川周辺におけるボーリング調査結果＞
ツバメの沢川南方の文献を参考に抽出した区間を横断するHf1段丘面上の約80mの区間で，

ボーリング調査を実施 。
調査位置付近は，尻別川層の礫岩を基盤とし，その上をHf1段丘堆積物が覆っており，Hf1段

丘堆積物を覆うローム層中に洞爺火山灰を確認した ボーリング調査では Hf1段丘堆積物を覆丘堆積物を覆うローム層中に洞爺火山灰を確認した。ボーリング調査では，Hf1段丘堆積物を覆
うローム層の基底は，緩やかに下流傾斜で連続していることを確認した。

Mf1段丘面

Hf1段丘面
凡 例

調査位置
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＜尻別川河口周辺における反射法地震探査結果＞
（４）尻別川断層の北方における調査

７．尻別川断層の評価

＜尻別川河口周辺における反射法地震探査結果＞
尻別川河口の区分Ⅴとした位置を横断する約1.6kmの区間で，反射法地震探査を実施している。
尻別川左岸では，沿岸部の露頭で確認される磯谷層の凝灰角礫岩及び泥岩が尻別川に向かっ

て東傾斜しているが，茅沼川周辺で認められるような急傾斜構造は認められない。また，尻別川右
岸で実施したボーリング調査結果より 雷電岬火山角礫岩層が尻別川層を不整合に覆っているこ岸で実施したボ リング調査結果より，雷電岬火山角礫岩層が尻別川層を不整合に覆っているこ
とが確認され，その上位に鮎川層がほぼ水平に堆積していることを確認した。

これらのことから，左岸側の磯谷層を隆起させた活動が想定されるが，地層の変位及び変形は，
少なくとも上位の第四系下部～中部更新統の鮎川層内には及んでいないと推定される。

調査位置
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反射法地震探査記録及び地質断面図



７．尻別川断層の評価

測線a及び沿岸部の音波探査記録では，陸域で認められるような磯谷層及び尻別川層の傾斜構造や後期更新世以降に活動した断層を示唆するような
構造は認められない。

測線a 尻別川河口沖合

EW1W

陸域と敷地前面海域の地層対比表

尻別川河口沖合

層

※ 地表地質踏査結果等より，尻別川河口沿岸の
音波探査記録で示されるⅣ層は，雷電岬火山角
礫岩層または尻別川層及び鮎川層に対比される。
また，沿岸部のⅤ層及びⅥ層は，磯谷層相当層
に対比される。

音波探査記録及び地質断面図（測線a 音源： GIｶﾞﾝ）
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７．尻別川断層の評価

測線NESW4W 尻別川河口沖合

EW1W

尻別川河口沖合

陸域と敷地前面海域の地層対比表

尻別川河口沖合のⅣ層は，ほぼ
水平に堆積している また 東側に水平に堆積している。また，東側に
分布するⅢ層も水平に堆積し，下
位のⅣ層にアバットしている。

84
音波探査記録及び地質断面図（測線NESW4W 音源：ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ）



７．尻別川断層の評価

測線NESW4.5W
尻別川河口沖合

EW1W

尻別川河口沖合

陸域と敷地前面海域の地層対比表

尻別川河口沖合のⅣ層に
上位のⅢ層が水平にアバット
している。

V.E. 4

音波探査記録及び地質断面図（測線NESW4.5W 音源：ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ）
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７．尻別川断層の評価

測線NESW5W
尻別川河口沖合

EW1W

尻別川河口沖合陸域と敷地前面海域の地層対比表

尻別川河口沖合のⅣ層に
上位のⅢ層が水平にアバット
している。

音波探査記録及び地質断面図（測線NESW5W 音源：ｳｫｰﾀｰｶﾞﾝ）
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７．尻別川断層の評価

測線NESW5B
尻別川河口沖合

EW1W

尻別川河口沖合

陸域と敷地前面海域の地層対比表

尻別川河口沖合のⅣ層に，
上位のⅢ層が水平にアバット
している。

音波探査記録及び地質断面図（測線NESW5B 音源：ﾌﾞｰﾏｰ）
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７．尻別川断層の評価

＜尻別川断層の評価＞
尻別川断層は，Mf1段丘面等に変位地形が認めら

れることから中期更新世以降の活動は認められるもの
の，最新活動時期については明確ではないことから，
後期更新世以降の活動を考慮する。

その長さについては，海上音波探査記録に，磯谷層
の急傾斜構造や断層を示唆するような構造が認められ
ない尻別川河口沿岸の測線aを北端 反射法地震探

測線 EW1W

ない尻別川河口沿岸の測線aを北端，反射法地震探
査結果より，断層を示唆するような変位及び変形が認
められないツバメの沢川を南端とする約16kmとする。
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８ 検討用地震の地震動評価モデル８．検討用地震の地震動評価モデル

89



（尻別川断層による地震）検討用地震の地震動評価

８．検討用地震の地震動評価モデル

（尻別川断層による地震）検討用地震の地震動評価

地震動評価の検討ケース

断層長さ 断層幅 断層の傾斜角 アスペリティ
破壊開始点 応力降下量 影響度 備考震源モデル

断層長さ

(km)

断層幅

(km)

断層の傾斜角

（°）

アスペリティ

位置
破壊開始点 応力降下量 影響度 備考

16 － － － － － －
○地質調査結果により断層長さ16km

○地震動評価は基本震源モデルにて代表

アスペリティ下端中央 － ○地震調査委員会（2009）などを参考に，

震源断層が地震発生層の上端から下端

震源モデル

（地質調査結果）

アスペリティ下端端部

巨視的断層面下端中央

巨視的断層面下端端部

敷地に近い

位置の地表

付近
※１

地震調査委員会

（2009）

 震源断層が地震発生層の上端から下端

　 まで拡がっており，断層幅と同じ断層長さ

　 をもつ断層面を仮定し，断層長さ18.2km

　 を考慮したモデル

○Ｍ6.9，Xeq＝26km
※２

小
基本震源モデル 18.2 18.2 60°

アスペリティ下端中央

アスペリティ下端端部

巨視的断層面下端中央

的断 端端

不確かさ考慮モデル

（断層の傾斜角）
22.3 22.3 45°

敷地に近い

位置の地表

付近
※１

地震調査委員会

（2009）
中

○基本震源モデルの傾斜角について，不確

　 かさを考慮して45°としたモデル

○Ｍ7.1，Xeq＝29km
※２

巨視的断層面下端端部

アスペリティ下端中央

アスペリティ下端端部

巨視的断層面下端中央
大

○基本震源モデルの応力降下量について，

　 不確かさを考慮してアスペリティと背景領域

の応力降下量をいずれも1 5倍したモデル

不確かさ考慮モデル

（応力降下量）
18.2 18.2 60°

敷地に近い

位置の地表

付近
※１

地震調査委員会

（2009）

×1 5巨視的断層面下端中央

巨視的断層面下端端部

：不確かさを考慮して設定するパラメータ

：全てのケ スにおいて共通的に考慮するパラメ タ

 の応力降下量をいずれも1.5倍したモデル
（応力降下量）

付近
※１ ×1.5

：全てのケースにおいて共通的に考慮するパラメータ

　※1　地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近に設定

　※2　応答スペクトルに基づく地震動評価に用いる諸元
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（尻別川断層による地震）震源パラメ タの設定根拠

８．検討用地震の地震動評価モデル

（尻別川断層による地震）震源パラメータの設定根拠

基本震源モデルのパラメータ設定根拠 備　考

① 断層長さ

地質調査結果により断層長さは16kmである。

ただし，地震動評価における基本震源モデルとしては，震源断層が地
有

断層の傾斜角の不確かさを考慮することに伴い，断層長さ22.3kmを考
（③④に基づいて設定）

パラメータ 不確かさ考慮の有無・根拠（有の場合，考慮する不確かさの範囲・根拠）

① 断層長さ
震発生層の上端から下端まで拡がっており，断層幅と同じ断層長さをも

つ断層面を仮定して，断層長さ18.2kmと設定。

有
慮。

（③④に基づいて設定）

② 断層幅
地震発生層上下端深さ及び断層の傾斜角に基づき，断層幅18.2kmと

設定。
有 断層の傾斜角の不確かさを考慮することに伴い，断層幅22.3kmを考慮。 （③④に基づいて設定）

③ 断層の傾斜角
地震調査委員会（2006）による黒松内低地断層帯の傾斜角を参考に

60°と設定。
有 念のため45°を考慮。巨視的

パラメ タ

④ 地震発生層上下端深さ
上端深さは，調査結果等を踏まえて2.2kmと設定。

下端深さは，調査結果等を参考に，深めに18kmと設定。
無

敷地周辺での調査結果を基に保守的に地震発生層上下端深さを決定し

ていることから，不確かさの考慮は行わない。

⑤ マグニチュード
断層長さ18.2kmから，松田（1975）による断層長さと地震のマグニ

チュードの関係式よりＭ6.9と設定。
有

断層長さの不確かさを考慮することに伴い，22.3kmから松田（1975）に

よる断層長さと地震のマグニチュードの関係式よりＭ7.1を考慮。
①に従属するパラメータ

⑥ 地震モーメント
地震調査委員会（2009）の断層面積との関係式（入倉・三宅

（2001））を用いて算定。
有

断層長さ，断層幅の不確かさを考慮することに伴い，地震調査委員会

（2009）の断層面積との関係式（入倉・三宅（2001））を用いて算定。
①②に従属するパラメータ

断層長さ 断層幅の不確かさを考慮することに伴い 地震モ メントから

パラメータ

⑦ 平均すべり量 地震調査委員会（2009）に基づき，地震モーメントから算定。 有
断層長さ，断層幅の不確かさを考慮することに伴い，地震モーメントから

算定。
①②⑥に従属するパラメータ

⑧ アスペリティの位置，数
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近に1個設

定。
(有)

敷地の地震動が大きいと考えられる敷地に近い位置の地表付近に1個設

定。

断層中央位置が基本と考えてい

るが、本ケースを基本震源モデル

とした

⑨
アスペリティの総面積，

各アスペリティの面積
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

断層長さ，断層幅の不確かさを考慮することに伴い，断層面積及び地震

モーメントに基づき設定。
①②⑥に従属するパラメータ

⑩
各アスペリティの応力

降下量，平均すべり量
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

応力降下量について十分な知見が得られていないことから，安全評価

上，2007年新潟県中越沖地震の知見を踏まえ，地震調査委員会

（2009）による値の1.5倍の応力降下量を考慮。

⑪
背景領域の実効応力，

平均すべり量
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

アスペリティの応力降下量の不確かさを考慮することに伴い，地震調査委

員会（2009）による値の1.5倍の実効応力を考慮。
⑩に従属するパラメータ

地震調査委員会（2009）に基づき設定。

・統計的グリーン関数法：壇・佐藤（1998）による統計的グリーン関

・統計的グリーン関数法：すべり速度時間関数を評価に用いていない

ため，不確かさの考慮は行わない。

微視的

パラメータ

⑫ すべり速度時間関数

統計的グリ ン関数法 壇 佐藤（1998）による統計的グリ ン関

　数法を用いているため，すべり速度時間関数をパラメータとして

　評価に用いていない。

・理論的手法：中村・宮武（2000）に基づき設定。

無

ため，不確かさの考慮は行わない。

・理論的手法：主に地震動の長周期側への影響が考えられるものの，

　他の不確かさを考慮した地震動の影響の方が大きいと判断し，不確

　かさの考慮は行わない。

⑬ 高周波遮断特性 地震調査委員会（2009）に基づき設定。 無

高周波遮断特性を変化させた場合，地震動の短周期側への影響が考え

られるものの，別途，応力降下量を1.5倍することにより短周期地震動を

大きめに見積もっているため，不確かさの考慮は行わない。

破壊伝播速度を変化させた場合，主に地震動の長周期側への影響が考

⑭ 破壊伝播速度 地震調査委員会（2009）に基づき，Geller（1976）により設定。 無

破壊伝播速度を変化させた場合，主に地震動の長周期側への影響が考

えられるものの，他の不確かさを考慮した地震動の影響の方が大きいと判

断し，不確かさの考慮は行わない。

⑮ 破壊開始点
安全評価上，破壊の進行方向が敷地へ向かうようにアスペリティ下端

中央に設定。
有 基本震源モデルとは異なる複数の位置に設定。

⑯ 破壊伝播様式 地震調査委員会（2009）に基づき，破壊開始点から同心円状と設定。 無

破壊が敷地に向かうように破壊開始点を設定しており，基本震源モデル

で仮定した同心円状の伝播による影響が大きいと判断し，不確かさの考

慮

その他の震源

パラメータ
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慮は行わない。

：不確かさを考慮するパラメータ

：他のパラメータに従属して不確かさが考慮されるパラメータ



（尻別川断層による地震）震源モデル図 断層パラメ タ（基本震源モデル）

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 北緯 42.790° 地質調査結果による尻別川断層両端より均等 

（尻別川断層による地震）震源モデル図，断層パラメータ（基本震源モデル）

断層
（地表トレース原点） 東経 140.417° に延長して定めたモデル地表トレース南端 

走 向 Ｎ336°Ｅ 地質調査結果による断層南端～北端 

傾斜角 60° 地震調査委員会（2006）を参考にして設定 

断層長さ 18.2km L＝W と設定 

断層幅 18.2km 断層上下端深さと傾斜角より設定 

断層面積 331 2k 2 S L×W泊発電所

断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ336°Ｅ

60°

18.2 km

18.2 km
断層面積 331.2km2 S＝L×W

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

地震モーメント 6.10E＋18N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 6.5 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチ ド） （6 9） （M (l L＋2 9)/0 6（松田（1975）））

断層上端深さ 2.2 km

泊発電所

断層下端深さ 18.0 km

（気象庁マグニチュード） （6.9） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975）））

静的応力降下量 2.4MPa Δσ＝7/16×M0/R3 

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均すべり量 53.7cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s 

破壊伝播速度 2 5km/s V ＝0 72×βkm/s （Geller（1976））

破壊開始点

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976））

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 アスペリティ下端中央 破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 

短周期レベル 9.68E＋18N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定周波遮 地震調査委員会（ ） 基 き設定

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ 

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近

に設定 

数 1 個 1 セグメントに 1 個設定 

総面積 52.8km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

平均すべり量 107.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.95E＋18N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 15.4MPa Δσa＝7/16×M0/(r2R) 

背
景
領
域

地震モーメント 4.15E＋18N･m M0b＝M0－M0a 

面積 278.4km2 Sb＝S－Sa 

平均すべり量 43.5cm Db＝M0b/(μSb) 

(D /W )/( 0 5/D ) ×Σ 3基本震源モデル

地質調査結果に基づき評価した活断層範囲

実効応力 2.5MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa
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基本震源モデル



（尻別川断層による地震）震源モデル図 断層パラメ タ（基本震源モデル（破壊開始点））

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点）

北緯 42.790° 

東経 140.417°

地質調査結果による尻別川断層両端より均等 

に延長して定めたモデル地表トレース南端 断層

（尻別川断層による地震）震源モデル図，断層パラメータ（基本震源モデル（破壊開始点））

走 向 Ｎ336°Ｅ 地質調査結果による断層南端～北端 

傾斜角 60° 地震調査委員会（2006）を参考にして設定 

断層長さ 18.2km L＝W と設定 

断層幅 18.2km 断層上下端深さと傾斜角より設定 

断層面積 331.2km２ S＝L×W 
泊発電所

断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ336°Ｅ

60°

18.2 km

18.2 km

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

地震モーメント 6.10E＋18N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 6.5 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （6.9） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

断層上端深さ 2.2 km

泊発電所

断層下端深さ 18.0 km

静的応力降下量 2.4MPa Δσ＝7/16×M0/R3 

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均すべり量 53.7cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s 

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊開始点１
（基本震源モデル） 破壊開始点２

破壊開始点３
破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

アスペリティ下端中央 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 
アスペリティ下端端部 

巨視的断層面下端中央 

巨視的断層面下端端部 

破壊開始点３

破壊開始点４

短周期レベル 9.68E＋18N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近

に設定 

数 1 個 1 セグメントに 1 個設定 

ペ
リ
テ
ィ 

総面積 52.8km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

平均すべり量 107.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.95E＋18N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 15.4MPa Δσa＝7/16×M0/(r2R) 

背

地震モーメント 4.15E＋18N･m M0b＝M0－M0a 

面積 278 4km2 S S S

基本震源モデル
（破壊 始点）

地質調査結果に基づき評価した活断層範囲

背
景
領
域 

面積 278.4km2 Sb＝S－Sa

平均すべり量 43.5cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 2.5MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 

（破壊開始点）
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（尻別川断層による地震）震源モデル図 断層パラメ タ（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 42.774° 

東経 140.427° 

地質調査結果による尻別川断層両端より均等 

に延長して定めたモデル地表トレース南端 

（尻別川断層による地震）震源モデル図，断層パラメータ（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））

断層
走 向 Ｎ336°Ｅ 地質調査結果による断層南端～北端 

傾斜角 45° 地震調査委員会（2006）を参考にして念のため設定 

断層長さ 22.3km L＝W と設定 

断層幅 22.3km 断層上下端深さと傾斜角から計算 

断層面積 497.3km2 S＝L×W 
泊発電所

断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ336°Ｅ

45°

22.3 km

22.3 km

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

地震モーメント 1.38E＋19N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 6.7 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （7.1） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

断層上端深さ 2.2 km
泊発電所

断層下端深さ 18.0 km

静的応力降下量 3.0MPa Δσ＝7/16×M0/R3 

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均すべり量 80.9cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s 

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊開始点１ 破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

アスペリティ下端中央 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 
アスペリティ下端端部 

巨視的断層面下端中央 

巨視的断層面下端端部 

破壊開始点１
破壊開始点２破壊開始点３

破壊開始点４ 短周期レベル 1.27E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近

に設定 

数 1 個 1 セグメントに 1 個設定 

総面積 105 7k 2 S 2 7 /4 M /AR 2 R (S/ )0 5

破壊開始点４

ペ
リ
テ
ィ 

総面積 105.7km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

平均すべり量 161.8cm Da＝γD×D 

地震モーメント 5.87E＋18N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 14.2MPa Δσa＝7/16×M0/(r2R) 

背

地震モーメント 7.93E＋18N･m M0b＝M0－M0a 

面積 391 6km2 Sb＝S－S
不確かさ考慮モデル

地質調査結果に基づき評価した活断層範囲

背
景
領
域 

面積 391.6km Sb＝S Sa

平均すべり量 59.0cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 2.4MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 

    

（断層の傾斜角）
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（尻別川断層による地震）震源モデル図 断層パラメ タ（不確かさ考慮モデル（応力降下量））

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点）

北緯 42.790° 

東経 140.417°

地質調査結果による尻別川断層両端より均等 

に延長して定めたモデル地表トレース南端

（尻別川断層による地震）震源モデル図，断層パラメータ（不確かさ考慮モデル（応力降下量））

断層 （地表トレ ス原点） 東経 140.417 に延長して定めたモデル地表トレ ス南端

走 向 Ｎ336°Ｅ 地質調査結果による断層南端～北端 

傾斜角 60° 地震調査委員会（2006）を参考にして設定 

断層長さ 18.2km L＝W と設定 

断層幅 18.2km 断層上下端深さと傾斜角から計算 

断層面積 331.2km2 S＝L×W 
泊発電所

断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ336°Ｅ

60°

18.2 km

18.2 km

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

地震モーメント 6.10E＋18N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 6.5 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （6.9） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

断層上端深さ 2.2 km

泊発電所

断層下端深さ 18.0 km

静的応力降下量 2.4MPa Δσ＝7/16×M0/R3 

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均すべり量 53.7cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s 

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊開始点１
（基本震源モデル） 破壊開始点２

破壊開始点３
破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づいて設定 

破壊開始点 

アスペリティ下端中央 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 
アスペリティ下端端部 

巨視的断層面下端中央 

巨視的断層面下端端部 

破壊開始点３

破壊開始点４

短周期レベル 9.68E＋18N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近

に設定 

数 1 個 1 セグメントに 1 個設定 

ペ
リ
テ
ィ 

総面積 52.8km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

平均すべり量 107.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.95E＋18N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 23.1MPa Δσa＝1.5×(7/16)×M0/(r2R) 

背

地震モーメント 4.15E＋18N･m M0b＝M0－M0a 

面積 278 4km2 S ＝S S
不確かさ考慮モデル

（ ）

地質調査結果に基づき評価した活断層範囲

背
景
領
域 

面積 278.4km2 Sb＝S－Sa

平均すべり量 43.5cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 3.7MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 

（応力降下量）
震源モデル図は基本震源モデルと同様
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（F 10断層 岩内堆東撓曲 岩内堆南方背斜による地震）検討用地震の地震動評価

８．検討用地震の地震動評価モデル

（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）検討用地震の地震動評価

断層長さ 断層幅 断層の傾斜角 アスペリティ
破壊 始点 応力降 量 影響度 備考震源モデル

地震動評価の検討ケース

断層長さ

(km)

断層幅

(km)

断層の傾斜角

（°）

アスペリティ

位置
破壊開始点 応力降下量 影響度 備考

98 － － － － － －
○地質調査結果により断層長さ98km

○地震動評価は基本震源モデルにて代表

北断層

アスペリティ下端端部
－

○地質調査結果を基に，矩形断層面を設定

　 し，断層長さ100.6kmを考慮したモデル

震源モデル

（地質調査結果）

アスペリティ下端端部
○Ｍ8.2（Ｌ＝100.6km），Xeq＝47km

※

北断層

巨視的断層面下端端部

南断層

アスペリティ下端端部

60°

敷地に近い

位置の地表

付近

地震調査委員会

（2009）
基本震源モデル 100.6 18.2

○基本震源モデルに破壊開始点の不確かさ

　を考慮したモデル
小

リテ 下端端部

南断層

巨視的断層面下端端部

北断層

アスペリティ下端端部

北断層北断層

巨視的断層面下端端部

南断層

アスペリティ下端端部

南断層

巨視的断層面下端端部

不確かさ考慮モデル

（断層の傾斜角）
100.2 22.3 45°

敷地に近い

位置の地表

付近

地震調査委員会

（2009）
中

○基本震源モデルの傾斜角について，不確

　 かさを考慮して45°としたモデル

○Ｍ8.2（Ｌ＝100.2km），Xeq＝49km
※

巨視的断層面下端端部

北断層

アスペリティ下端端部

北断層

巨視的断層面下端端部

南断層

不確かさ考慮モデル

（応力降下量）
100.6 18.2 60°

敷地に近い

位置の地表

地震調査委員会

（2009） 大

○基本震源モデルの応力降下量について，

　 不確かさを考慮してアスペリティと背景領域
南断層

アスペリティ下端端部

南断層

巨視的断層面下端端部

：不確かさを考慮して設定するパラメータ

（応力降下量）
付近 ×1.5  の応力降下量をいずれも1.5倍したモデル

：全てのケースにおいて共通的に考慮するパラメータ

　※　応答スペクトルに基づく地震動評価に用いる諸元
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（F 10断層 岩内堆東撓曲 岩内堆南方背斜による地震）震源パラメ タの設定根拠

８．検討用地震の地震動評価モデル

基本震源モデルのパラメータ設定根拠 備　考

① 断層長さ
地質調査結果により断層長さは98kmである。

（モデル上の断層長さは100.6kmと設定）
無 地質調査結果から特定が可能と判断し，不確かさの考慮は行わない。

パラメータ 不確かさ考慮の有無・根拠（有の場合，考慮する不確かさの範囲・根拠）

（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）震源パラメータの設定根拠

（モデル上の断層長さは100.6kmと設定）

② 断層幅
地震発生層上下端深さ及び断層の傾斜角に基づき，断層幅18.2kmと

設定。
有 傾斜角の不確かさを考慮することに伴い，断層幅を22.3kmを考慮。 （③④に基づいて設定）

③ 断層の傾斜角
地震調査委員会（2006）による黒松内低地断層帯の傾斜角を参考に

60°と設定。
有 念のため45°を考慮。

④ 地震発生層上下端深さ
上端深さは，調査結果等を踏まえて2.2kmと設定。

下端深さは，調査結果等を参考に，深めに18kmと設定。
無

敷地周辺での調査結果を基に保守的に地震発生層上下端深さを決定し

ていることから，不確かさの考慮は行わない。

巨視的

パラメータ

⑤ マグニチュード
断層長さ100.6kmから，松田（1975）による断層長さと地震のマグニ

チュードの関係式よりＭ8.2と設定。
無

断層長さについて，地質調査結果から特定が可能と判断し，不確かさの

考慮は行わない。
①に従属するパラメータ

⑥ 地震モーメント
地震調査委員会（2009）の断層面積との関係式（入倉・三宅

（2001））を用いて算定。
有

断層幅の不確かさを考慮することに伴い，地震調査委員会（2009）の断

層面積との関係式（入倉・三宅（2001））を用いて算定。
①②に従属するパラメータ

⑦ 平均すべり量 地震調査委員会（2009）に基づき，地震モーメントから算定。 有 断層幅の不確かさを考慮することに伴い，地震モーメントから算定。 ①②⑥に従属するパラメータ

⑧ アスペリティの位置，数
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表付近に4個設

定。
(有)

敷地の地震動が大きいと考えられる敷地に近い位置の地表付近に4個設

定。

⑨
アスペリティの総面積，

各アスペリティの面積
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

断層幅の不確かさを考慮することに伴い，断層面積及び地震モーメントに

基づき設定。
①②⑥に従属するパラメータ

⑩
各アスペリティの応力

降下量，平均すべり量
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

応力降下量について十分な知見が得られていないことから，安全評価

上，2007年新潟県中越沖地震の知見を踏まえ，地震調査委員会

（2009）による値の1 5倍の応力降下量を考慮（2009）による値の1.5倍の応力降下量を考慮。

⑪
背景領域の実効応力，

平均すべり量
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

アスペリティの応力降下量の不確かさを考慮することに伴い，地震調査委

員会（2009）による値の1.5倍の実効応力を考慮。
⑩に従属するパラメータ

⑫ すべり速度時間関数

地震調査委員会（2009）に基づき設定。

・統計的グリーン関数法：壇・佐藤（1998）による統計的グリーン関

　数法を用いているため，すべり速度時間関数をパラメータとして

　評価に用いていない。

理論的手法 中村 宮武（2000）に基づき設定

無

・統計的グリーン関数法：すべり速度時間関数を評価に用いていない

　ため，不確かさの考慮は行わない。

・理論的手法：主に地震動の長周期側への影響が考えられるものの，

　他の不確かさを考慮した地震動の影響の方が大きいと判断し，不確

かさの考慮は行わない

微視的

パラメータ

・理論的手法：中村・宮武（2000）に基づき設定。 かさの考慮は行わない。

⑬ 高周波遮断特性 地震調査委員会（2009）に基づき設定。 無

高周波遮断特性を変化させた場合，地震動の短周期側への影響が考え

られるものの，別途，応力降下量を1.5倍することにより短周期地震動を

大きめに見積もっているため，不確かさの考慮は行わない。

⑭ 破壊伝播速度 地震調査委員会（2009）に基づき，Geller（1976）により設定。 無

破壊伝播速度を変化させた場合，主に地震動の長周期側への影響が考

えられるものの，他の不確かさを考慮した地震動の影響の方が大きいと判

断し，不確かさの考慮は行わない。

⑮ 破壊開始点
安全評価上，破壊の進行方向が敷地へ向かうようにアスペリティ下端

に設定。
有 基本震源モデルとは異なる複数の位置に設定。

⑯ 破壊伝播様式 地震調査委員会（2009）に基づき，破壊開始点から同心円状と設定。 無

破壊が敷地に向かうように破壊開始点を設定しており，基本震源モデル

で仮定した同心円状の伝播による影響が大きいと判断し，不確かさの考

慮は行わない。

：不確かさを考慮するパラメータ

その他の震源

パラメータ

：他のパラメータに従属して不確かさが考慮されるパラメータ
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（F 10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 北緯 42 912°東経 140 127° 地質調査結果による北断層南端

（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）
震源モデル図，断層パラメータ（基本震源モデル）

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 42.912 東経 140.127

北緯 42.740°東経 140.047° 

地質調査結果による北断層南端

地質調査結果による南断層南端 

走 向 
北断層：Ｎ353°Ｅ 

南断層：Ｎ19°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 60° 地震調査委員会（2006）を参考にして設定 

断層長さ 100.6km（80.7km+19.9km） 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

北断層

走向

傾斜角

Ｎ353°Ｅ

60°
断層幅 18.2km 断層上下端深さと傾斜角より設定 

控除面積 38.2km2 ΔS＝W2×cosδtan{(θS－θN)/2} 

断層面積 1792.7km2 S＝L×W－ΔS 

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

傾斜角

長さ

幅

60

80.7 km

18.2 km

地震モーメント 1.79E＋20N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 7.4 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （8.2） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 4.6MPa Δσ＝8/(3π)×M0/(LWmax
2)  

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 
破壊開始点

泊発電所 平均すべり量 290.7cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s 

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 北断層アスペリティ下端端部 
破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を 

設定

南断層

走向

傾斜角

Ｎ19°Ｅ

60°

泊発電所

設定

短周期レベル 2.99E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表

付近に設定 

数 4 個 地質調査結果を踏まえた上で，4 個設定 

傾斜角

長さ

幅

60

19.9 km

18.2 km

断層上端深さ 2.2 km
ス
ペ
リ
テ
ィ 

総面積 563.9km2 Sa＝πr2，r＝(4S×Δσ×β2)/A  

平均すべり量 581.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.12E＋20N･m M0a＝μSaDa  

静的応力降下量 14.5MPa Δσa＝(S/Sa)×Δσ 

地震モーメント 6.63E＋19N･m M0b＝M0－M0a 基本震源モデル

断層下端深さ 18.0 km 

背
景
領
域 

面積 1228.8km2 Sb＝S－Sa  

平均すべり量 157.3cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 2.7MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa  
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（F 10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 北緯 42.912°東経 140.127° 地質調査結果による北断層南端

（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）
震源モデル図， 断層パラメータ（基本震源モデル（破壊開始点））

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 42.912 東経 140.127

北緯 42.740°東経 140.047° 

地質調査結果による北断層南端

地質調査結果による南断層南端 

走 向 
北断層：Ｎ353°Ｅ 

南断層：Ｎ19°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 60° 地震調査委員会（2006）を参考にして設定 

断層長さ 100.6km（80.7km+19.9km） 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

断層幅 18 2km 断層上下端深さと傾斜角より設定

北断層

走向

傾斜角

Ｎ353°Ｅ

60°

破壊開始点２

断層幅 18.2km 断層上下端深さと傾斜角より設定

控除面積 38.2km2 ΔS＝W2×cosδtan{(θS－θN)/2} 

断層面積 1792.7km2 S＝L×W－ΔS 

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

地震モーメント 1.79E＋20N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

傾斜角

長さ

幅

60

80.7 km

18.2 km

0

モーメントマグニチュード 7.4 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （8.2） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 4.6MPa Δσ＝8/(3π)×M0/(LWmax
2) 

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均すべり量 290.7cm D＝M0/(μS) 

破壊開始点１
（基本震源モデル） 泊発電所

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s  

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

北断層アスペリティ下端端部 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を 

設定

北断層巨視的断層面下端端部 

南断層

走向

傾斜角

Ｎ19°Ｅ

60°

（基本震源モデル） 泊発電所

破壊開始点３

設定南断層アスペリティ下端端部

南断層巨視的断層面下端端部 

短周期レベル 2.99E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表

付近に設定 

傾斜角

長さ

幅

60

19.9 km

18.2 km

断層上端深さ 2.2 km

破壊開始点４

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ 

数 4 個 地質調査結果を踏まえた上で，4 個設定 

総面積 563.9km2 Sa＝πr2，r＝(4S×Δσ×β2)/A 

平均すべり量 581.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.12E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 14.5MPa Δσa＝(S/Sa)×Δσ 

地震モーメント 6 63E＋19N･m M0b＝M0－M0

基本震源モデル

断層下端深さ 18.0 km 

背
景
領
域 

地震モ メント 6.63E＋19N m M0b M0 M0a

面積 1228.8km2 Sb＝S－Sa  

平均すべり量 157.3cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 2.7MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa  
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（F 10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

断層原点 北緯 42 912°東経 140 127° 地質調査結果による北断層南端

（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）
震源モデル図，断層パラメータ（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 42.912 東経 140.127

北緯 42.740°東経 140.047° 

地質調査結果による北断層南端

地質調査結果による南断層南端 

走 向 
北断層：Ｎ353°Ｅ 

南断層：Ｎ19°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 45° 
断層の傾斜角の不確かさを考慮し，念のため 45°を 

設定 

断層長さ 100 2km（80 5km+19 7km） 地質調査結果に基づき矩形断層として設定

北断層

走向

傾斜角

Ｎ353°Ｅ

45°

破壊開始点２

断層長さ 100.2km（80.5km+19.7km） 地質調査結果に基づき矩形断層として設定

断層幅 22.3km 断層上下端深さと傾斜角より設定 

控除面積 81.2km2 ΔS＝W2×cosδtan{(θS－θN)/2} 

断層面積 2153.3km2 S＝L×W－ΔS 

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

長さ

幅

80.5 km

22.3 km

地震モーメント 2.58E＋20N･m M0＝{S/(4.24×10-11)}2（入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 7.5 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （8.2） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 4.4MPa Δσ＝8/(3π)×M0/(LWmax
2)  

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均す り量 349 2 D M /( S)

破壊開始点１

泊発電所
平均すべり量 349.2cm D＝M0/(μS)

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s  

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

北断層アスペリティ下端端部 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を北断層巨視的断層面下端端部 

南断層

走向

傾斜角

Ｎ19°Ｅ

45°

泊発電所

破壊開始点４

破壊開始点３

破壊開始点 
破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を 

設定 南断層アスペリティ下端端部 

南断層巨視的断層面下端端部 

短周期レベル 3.37E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表

付近に設定

長さ

幅

19.7 km

22.3 km

断層下端深さ 18 0 km

断層上端深さ 2.2 km

破壊開始点４

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ 

設

数 4 個 地質調査結果を踏まえた上で，4 個設定 

総面積 593.2km2 Sa＝πr2，r＝(4S×Δσ×β2)/A 

平均すべり量 698.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.42E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 15.9MPa Δσa＝(S/Sa)×Δσ 

地震モ メント 1 16E＋20N m M M M

断層下端深さ 18.0 km 

不確かさ考慮モデル

背
景
領
域 

地震モーメント 1.16E＋20N･m M0b＝M0－M0a

面積 1560.1km2 Sb＝S－Sa  

平均すべり量 216.4cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 2.8MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa  
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（F 10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）

８．検討用地震の地震動評価モデル

 
項 目 設定値 設定方法 

（FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震）
震源モデル図，断層パラメータ（不確かさ考慮モデル（応力降下量））

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 42.912°東経 140.127° 

北緯 42.740°東経 140.047° 

地質調査結果による北断層南端 

地質調査結果による南断層南端 

走 向 
北断層：Ｎ353°Ｅ 

南断層：Ｎ19°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 60° 地震調査委員会（2006）を参考にして設定 

断層長さ 100.6km（80.7km+19.9km） 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

北断層

走向

傾斜角

Ｎ353°Ｅ

60°

破壊開始点２

断層幅 18.2km 断層上下端深さと傾斜角より設定 

控除面積 38.2km2 ΔS＝W2×cosδtan{(θS－θN)/2} 

断層面積 1792.7km2 S＝L×W－ΔS 

断層上端深さ 2.2km 調査結果等を踏まえて設定 

断層下端深さ 18km 調査結果等を参考に設定 

地震モーメント 1 79E＋20N･m M ＝{S/(4 24×10-11)}2（入倉・三宅（2001））

傾斜角

長さ

幅

60

80.7 km

18.2 km

地震モーメント 1.79E＋20N･m M0＝{S/(4.24×10 )} （入倉・三宅（2001）） 

モーメントマグニチュード 7.4 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

（気象庁マグニチュード） （8.2） （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 4.6MPa Δσ＝8/(3π)×M0/(LWmax
2) 

剛性率 3.43E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.8g/cm3，β＝3.5km/s 

平均すべり量 290.7cm D＝M0/(μS) 

破壊開始点１
（基本震源モデル） 泊発電所

Ｓ波速度 3.5km/s β＝3.5km/s  

破壊伝播速度 2.5km/s VR＝0.72×βkm/s （Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

北断層アスペリティ下端端部 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を 

設定

北断層巨視的断層面下端端部 

南断層

走向

傾斜角

Ｎ19°Ｅ

60°

（基本震源モデル） 泊発電所

破壊開始点３

破壊開始点
設定南断層アスペリティ下端端部 

南断層巨視的断層面下端端部 

短周期レベル 2.99E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

位置 敷地に近い位置の地表付近 
地質調査結果を踏まえた上で，敷地に近い位置の地表

付近に設定 

傾斜角

長さ

幅

60

19.9 km

18.2 km

断層上端深さ 2.2 km

破壊開始点４

ア
ス
ペ
リ
テ
ィ 

数 4 個 地質調査結果を踏まえた上で，4 個設定 

総面積 563.9km2 Sa＝πr2，r＝(4S×Δσ×β2)/A 

平均すべり量 581.4cm Da＝γD×D 

地震モーメント 1.12E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 21.7MPa Δσa＝1.5×(S/Sa)×Δσ 

地震モーメント 6.63E＋19N･m M0b＝M0－M0a

断層下端深さ 18.0 km 

不確かさ考慮モデル
（応力降下量）

背
景
領
域 

地震モ メント 6.63E＋19N m M0b M0 M0a

面積 1228.8km2 Sb＝S－Sa  

平均すべり量 157.3cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 4.0MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa  
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（応力降下量）
震源モデル図は基本震源モデルと同様



（F 2断層による地震）検討用地震の地震動評価

８．検討用地震の地震動評価モデル

（FB-2断層による地震）検討用地震の地震動評価

地震動評価の検討ケース

断層長さ 断層幅 断層の傾斜角 アスペリティ断層長さ

(km)

断層幅

(km)

断層の傾斜角

（°）

アスペリティ

位置
破壊開始点 応力降下量 影響度 備考

101 － － － － － －
○地質調査結果により断層長さ101km

○地震動評価は基本震源モデルにて代表

北断層
－

○地質調査結果を基に，矩形断層面を設定

し 断層長さ96kmを考慮したモデル

震源モデル

（地質調査結果）

アスペリティ下端中央
－  し，断層長さ96kmを考慮したモデル

○Ｍ8.2（Ｌ＝101km），Xeq＝99km
※

北断層

巨視的断層面下端中央
小

○基本震源モデルに破壊開始点の不確かさ

　を考慮したモデル

敷地に近い

位置の地表

付近

基本震源モデル
地震調査委員会

（2009）
96 50 45°

北断層

アスペリティ下端中央

北断層

巨視的断層面下端中央

敷地に近い

位置の地表

付近

地震調査委員会

（2009）

○基本震源モデルの傾斜角について，不確

　 かさを考慮して30°としたモデル

○Ｍ8.2（Ｌ＝101km），Xeq＝107km
※

不確かさ考慮モデル

（断層の傾斜角）
96 70 30° 中

北断層

アスペリティ下端中央

北断層

敷地に近い

位置の地表

付近

地震調査委員会

（2009）

×1.5

○基本震源モデルの応力降下量について，

　 不確かさを考慮してアスペリティと背景領域

　 の応力降下量をいずれも1.5倍したモデル

不確かさ考慮モデル

（応力降下量）
96 50 45° 大

北断層

巨視的断層面下端中央

：不確かさを考慮して設定するパラメータ

：全てのケースにおいて共通的に考慮するパラメータ共通的 考慮す タ

　※　応答スペクトルに基づく地震動評価に用いる諸元
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（F 2断層による地震）震源パラメ タの設定根拠

８．検討用地震の地震動評価モデル

（FB-2断層による地震）震源パラメータの設定根拠

基本震源モデルのパラメータ設定根拠 備　考

① 断層長さ
地質調査結果により断層長さは101kmである。

（モデル上の断層長さは96kmと設定）
無 地質調査結果から特定が可能と判断し，不確かさの考慮は行わない。

不確かさ考慮の有無・根拠（有の場合，考慮する不確かさの範囲・根拠）パラメータ

② 断層幅 地震発生層上下端深さ及び断層の傾斜角に基づき，断層幅50kmと設定。 有 断層の傾斜角の不確かさを考慮することに伴い，断層幅70kmを考慮。 （③④に基づいて設定）

③ 断層の傾斜角 断層周辺において発生した地震における傾斜角を参考に45°と設定。 有
断層の傾斜角の不確かさを考慮し，1993年北海道南西沖地震における

断層モデル等を参考に，念のため30°を考慮。

④ 地震発生層上下端深さ
1993年北海道南西沖地震における断層モデル及び断層周辺の地震発生

状況などを基に 地震発生層上端深さ5km 下端深さ40kmと設定
無

断層周辺では多くの情報が得られていることから，不確かさの考慮は行わ

ない

巨視的

パラメータ 状況などを基に，地震発生層上端深さ5km，下端深さ40kmと設定。 ない。

⑤ マグニチュード
断層長さ101kmから，松田（1975）による断層長さと地震のマグニチュード

の関係式よりＭ8.2と設定。
無

断層長さについて，地質調査結果から特定が可能と判断し，不確かさの

考慮は行わない。
①に従属するパラメータ

⑥ 地震モーメント

地震調査委員会（2009）の静的応力降下量との関係式を用いて算定。

静的応力降下量は，1940年積丹半島沖地震の断層モデルに用いられた値

（3.3MPa）を採用。

有
断層幅の不確かさを考慮することに伴い，地震調査委員会（2009）の静

的応力降下量との関係式を用いて算定。
①②に従属するパラメータ

⑦ 平均すべり量 地震調査委員会（2009）に基づき 地震モ メントから算定 有 断層幅の不確かさを考慮することに伴い 地震モ メントから算定 ①②⑥に従属するパラメ タ

パラメータ

⑦ 平均すべり量 地震調査委員会（2009）に基づき，地震モーメントから算定。 有 断層幅の不確かさを考慮することに伴い，地震モーメントから算定。 ①②⑥に従属するパラメータ

⑧ アスペリティの位置，数 敷地に近い位置の地表付近に2個設定。 (有)
敷地の地震動が大きいと考えられる敷地に近い位置の地表付近に2個設

定。

⑨
アスペリティの総面積，

各アスペリティの面積
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

断層幅の不確かさを考慮することに伴い，断層面積及び地震モーメントに

基づき設定。
①②⑥に従属するパラメータ

⑩
各アスペリティの応力

地震調査委員会（2009）に基づき設定 有

応力降下量について十分な知見が得られていないことから，安全評価

上 2007年新潟県中越沖地震の知見を踏まえ 地震調査委員会⑩
各アスペリティの応力

降下量，平均すべり量
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有 上，2007年新潟県中越沖地震の知見を踏まえ，地震調査委員会

（2009）に基づき設定した値の1.5倍の応力降下量を考慮。

⑪
背景領域の実効応力，

平均すべり量
地震調査委員会（2009）に基づき設定。 有

アスペリティの応力降下量の不確かさを考慮することに伴い，地震調査委

員会（2009）に基づき設定した値の1.5倍の実効応力を考慮。
⑩に従属するパラメータ

⑫ すべり速度時間関数

地震調査委員会（2009）に基づき設定。

・統計的グリーン関数法：壇・佐藤（1998）による統計的グリーン関数法

　を用いているため，すべり速度時間関数をパラメータとして評価に用 無

・統計的グリーン関数法：すべり速度時間関数を評価に用いていない

　ため，不確かさの考慮は行わない。

・理論的手法：主に地震動の長周期側への影響が考えられるものの，

微視的

パラメータ

　いていない。

・理論的手法：中村・宮武（2000）に基づき設定。

　他の不確かさを考慮した地震動の影響の方が大きいと判断し，不確

　かさの考慮は行わない。

⑬ 高周波遮断特性 地震調査委員会（2009）に基づき設定。 無

高周波遮断特性を変化させた場合，地震動の短周期側への影響が考え

られるものの，別途，応力降下量を1.5倍することにより短周期地震動を

大きめに見積もっているため，不確かさの考慮は行わない。

⑭ 破壊伝播速度 地震調査委員会（2009）に基づき，Geller（1976）により設定。 無

破壊伝播速度を変化させた場合，主に地震動の長周期側への影響が考

えられるものの，他の不確かさを考慮した地震動の影響の方が大きいと判

断し，不確かさの考慮は行わない。

⑮ 破壊開始点
安全評価上，破壊の進行方向が敷地へ向かうようにアスペリティ下端中央

に設定。
有 基本震源モデルとは異なる位置に設定。

⑯ 破壊伝播様式 地震調査委員会（2009）に基づき，破壊開始点から同心円状と設定。 無

破壊が敷地に向かうように破壊開始点を設定しており，基本震源モデル

で仮定した同心円状の伝播による影響が大きいと判断し，不確かさの考

慮は行わない。

その他の震源

パラメータ
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：不確かさを考慮するパラメータ

：他のパラメータに従属して不確かさが考慮されるパラメータ



（F 2断層による地震）震源モデル図 断層パラメ タ（基本震源モデル）

８．検討用地震の地震動評価モデル

（FB-2断層による地震）震源モデル図，断層パラメータ（基本震源モデル）

項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 43.042°東経 139.465° 

北緯 42.606°東経 139.527° 

地質調査結果による北断層南端 

地質調査結果による南断層南端 北断層
走向 

北断層：Ｎ 24°Ｅ 

南断層：Ｎ354°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 45° 
断層周辺において発生した地震における傾斜角を参考に

設定 

断層長さ 96km（48km×2）※ 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

断層幅 50km 断層上下端深さと傾斜角から設定 

断層下端深さ 40 km

北断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ24°Ｅ

45°

48 km

50 km
断層上端深さ 5 km

断層面積 4800km２ S＝L×W 

断層上端深さ 5km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

断層下端深さ 40km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

地震モーメント 4.51E＋20N･m Δσ＝7/16×M0/R3 

モーメントマグニチュード 7 7 LogM (N･m)＝1 5×M ＋9 1

破壊開始点

モーメントマグニチュード 7.7 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1

（気象庁マグニチュード） （8.1）※ （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 3.3MPa Satake(1986)に基づき設定 

剛性率 4.19E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.9g/cm3，β＝3.8km/s 

平均すべり量 224.0cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3 8km/s M d d F k (1996)に基づき設定

泊発電所

Ｓ波速度 3.8km/s Mendoza and Fukuyama(1996)に基づき設定 

破壊伝播速度 2.7km/s VR＝0.72×βkm/s（Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 
北断層 

アスペリティ下端中央 
破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 

短周期レベル 4.06E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

南断層

走向

傾斜角

Ｎ354°Ｅ

45° 高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ
リ
テ

位置 敷地に近い位置の地表付近 敷地に近い位置の地表付近に設定 

数 2 個 北断層及び南断層にそれぞれ 1 個設定 

総面積 1590.4km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

平均すべり量 448.0cm Da＝γD×D 

傾斜角

長さ

幅

45°

48 km

50 km

テ
ィ 

a D

地震モーメント 2.99E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 10.0MPa Δσa＝7/16×M0/(r2R) 

背
景
領
域

地震モーメント 1.52E＋20N･m M0b＝M0－M0a 

面積 3209.6km2 Sb＝S－Sa 

平均すべり量 113.0cm Db＝M0b/(μSb)

基本震源モデル

域 b 0b/(μ b)

実効応力 1.5MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 

 
※ 応答スペクトルに基づく手法による地震動評価においては，地質調査結果による断層長さ１０１ｋｍから

松田（1975）による断層長さと地震のマグニチュードの関係式により，Ｍ８．２を用いる。
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（F 2断層による地震）震源モデル図（基本震源モデル（破壊開始点））

８．検討用地震の地震動評価モデル

（FB-2断層による地震）震源モデル図（基本震源モデル（破壊開始点））

項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 43.042°東経 139.465° 

北緯 42.606°東経 139.527° 

地質調査結果による北断層南端 

地質調査結果による南断層南端 北断層
走向 

北断層：Ｎ 24°Ｅ 

南断層：Ｎ354°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 45° 
断層周辺において発生した地震における傾斜角を参考に

設定 

断層長さ 96km（48km×2）※ 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

断層幅 50km 断層上下端深さと傾斜角から設定 

断層下端深さ 40 km

北断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ24°Ｅ

45°

48 km

50 km
断層上端深さ 5 km

断層面積 4800km2 S＝L×W 

断層上端深さ 5km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

断層下端深さ 40km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

地震モーメント 4.51E＋20N･m Δσ＝7/16×M0/R3 

モーメントマグニチュード 7.7 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

破壊開始点１

破壊開始点２

（気象庁マグニチュード） （8.1）※ （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 3.3MPa Satake(1986)に基づき設定 

剛性率 4.19E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.9g/cm3，β＝3.8km/s 

平均すべり量 224.0cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.8km/s Mendoza and Fukuyama(1996)に基づき設定 

破壊伝播速度 2 7km/s V ＝0 72×βkm/s（Geller（1976））

泊発電所破壊開始点１

（基本震源モデル）

破壊伝播速度 2.7km/s VR＝0.72×βkm/s（Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

北断層 

アスペリティ下端中央 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 
北断層 

巨視的断層面下端中央 

南断層

走向

傾斜角

Ｎ354°Ｅ

45°
短周期レベル 4.06E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0

1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ
リ

位置 敷地に近い位置の地表付近 敷地に近い位置の地表付近に設定 

数 2 個 北断層及び南断層にそれぞれ 1 個設定 

総面積 1590.4km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

傾斜角

長さ

幅

45°

48 km

50 km

リ
テ
ィ 

平均すべり量 448.0cm Da＝γD×D 

地震モーメント 2.99E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 10.0MPa Δσa＝7/16×M0/(r2R) 

背
景
領

地震モーメント 1.52E＋20N･m M0b＝M0－M0a 

面積 3209.6km2 Sb＝S－Sa 

均す 量 /( )

基本震源モデル
（破壊開始点）

領
域 

平均すべり量 113.0cm Db＝M0b/(μSb)

実効応力 1.5MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 
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※ 応答スペクトルに基づく手法による地震動評価においては，地質調査結果による断層長さ１０１ｋｍから
松田（1975）による断層長さと地震のマグニチュードの関係式により，Ｍ８．２を用いる。



（F 2断層による地震）震源モデル図（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））

８．検討用地震の地震動評価モデル

（FB-2断層による地震）震源モデル図（不確かさ考慮モデル（断層の傾斜角））

項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 43.042°東経 139.465° 

北緯 42.606°東経 139.527° 

地質調査結果による北断層南端 

地質調査結果による南断層南端 断層下端深さ 40 km 北断層
走向 

北断層：Ｎ 24°Ｅ 

南断層：Ｎ354°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 30° 断層の傾斜角の不確かさを考慮し，念のため 30°を設定 

断層長さ 96km（48km×2）※ 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

断層幅 70km 断層上下端深さと傾斜角から設定 

北断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ24°Ｅ

30°

48 km

70 km

断層上端深さ 5 km

破壊

開始点２

断層面積 6720km2 S＝L×W 

断層上端深さ 5km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

断層下端深さ 40km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

地震モーメント 7.46E＋20N･m Δσ＝7/16×M0/R3 

モーメントマグニチュード 7.8 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

泊発電所破壊開始点１ （気象庁マグニチュード） （8.1）※ （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 3.3MPa Satake(1986)に基づき設定 

剛性率 4.19E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.9g/cm3，β＝3.8km/s 

平均すべり量 265.0cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.8km/s Mendoza and Fukuyama(1996)に基づき設定 

破壊伝播速度 2 7km/s V 0 72×βkm/s（Geller（1976））

泊発電所破壊開始点１

破壊伝播速度 2.7km/s VR＝0.72×βkm/s（Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

北断層 

アスペリティ下端中央 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 
北断層 

巨視的断層面下端中央 

南断層

走向 Ｎ354°Ｅ

短周期レベル 4.81E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0
1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ

位置 敷地に近い位置の地表付近 敷地に近い位置の地表付近に設定 

数 2 個 北断層及び南断層にそれぞれ 1 個設定 

総面積 2239.6km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ354 Ｅ

30°

48 km

70 km

ペ
リ
テ
ィ 

平均すべり量 530.0cm Da＝γD×D 

地震モーメント 4.97E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 9.9MPa Δσa＝7/16×M0/(r2R) 

背
景
領

地震モーメント 2.49E＋20N･m M0b＝M0－M0a 

面積 4480.4km2 Sb＝S－Sa 

不確かさ考慮モデル
（断層の傾斜角）

領
域 

平均すべり量 132.6cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 1.3Mpa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 
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※ 応答スペクトルに基づく手法による地震動評価においては，地質調査結果による断層長さ１０１ｋｍから
松田（1975）による断層長さと地震のマグニチュードの関係式により，Ｍ８．２を用いる。



（F 2断層による地震）震源モデル図（不確かさ考慮モデル（応力降下量））

８．検討用地震の地震動評価モデル

項 目 設定値 設定方法 

断層原点 

（地表トレース原点） 

北緯 43.042°東経 139.465° 

北緯 42.606°東経 139.527° 

地質調査結果による北断層南端 

地質調査結果による南断層南端 

（FB-2断層による地震）震源モデル図（不確かさ考慮モデル（応力降下量））

北断層
走向 

北断層：Ｎ 24°Ｅ 

南断層：Ｎ354°Ｅ 

地質調査結果による北断層の南端～北端 

地質調査結果による南断層の南端～北端 

傾斜角 45° 
断層周辺において発生した地震における傾斜角を参考に

設定 

断層長さ 96km（48km×2）※ 地質調査結果に基づき矩形断層として設定 

断層幅 50km 断層上下端深さと傾斜角から設定 

断層下端深さ 40 km

北断層

走向

傾斜角

長さ

幅

Ｎ24°Ｅ

45°

48 km

50 km
断層上端深さ 5 km

断層面積 4800km2 S＝L×W 

断層上端深さ 5km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

断層下端深さ 40km Mendoza and Fukuyama（1996）等を参考に設定 

地震モーメント 4.51E＋20N･m Δσ＝7/16×M0/R3 

モーメントマグニチュード 7.7 LogM0(N･m)＝1.5×MW＋9.1 

破壊開始点１

破壊開始点２

（気象庁マグニチュード） （8.1）※ （MJ＝(logL＋2.9)/0.6（松田（1975））） 

静的応力降下量 3.3MPa Satake(1986)に基づき設定 

剛性率 4.19E＋10N/m2 μ＝ρβ2，ρ＝2.9g/cm3，β＝3.8km/s 

平均すべり量 224.0cm D＝M0/(μS) 

Ｓ波速度 3.8km/s Mendoza and Fukuyama(1996)に基づき設定 

破壊伝播速度 2 7km/s V 0 72×βkm/s（Geller（1976））

泊発電所破壊開始点１

（基本震源モデル）

破壊伝播速度 2.7km/s VR＝0.72×βkm/s（Geller（1976）） 

破壊伝播様式 破壊開始点から同心円状 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

破壊開始点 

北断層 

アスペリティ下端中央 

破壊の進行方向が敷地へ向かうように破壊開始点を設定 
北断層 

巨視的断層面下端中央 

南断層

走向

傾斜角

Ｎ354°Ｅ

45°
短周期レベル 4.06E＋19N･m/s2 A＝2.46×1017×M0

1/3 

高周波遮断特性 6Hz 地震調査委員会（2009）に基づき設定 

ア
ス
ペ

位置 敷地に近い位置の地表付近 敷地に近い位置の地表付近に設定 

数 2 個 北断層及び南断層にそれぞれ 1 個設定 

総面積 1590.4km2 Sa＝πr2，r＝7π/4×M0/AR×β2，R＝(S/π)0.5 

傾斜角

長さ

幅

45°

48 km

50 km

ペ
リ
テ
ィ 

平均すべり量 448.0cm Da＝γD×D 

地震モーメント 2.99E＋20N･m M0a＝μSaDa 

静的応力降下量 15.0MPa Δσa＝1.5×7/16×M0/(r2R) 

背
景
領

地震モーメント 1.52E＋20N･m M0b＝M0－M0a 

面積 3209.6km2 Sb＝S－Sa 

不確かさ考慮モデル
（応力降下量）

震源モデル図は基本震源モデルと同様
領
域 

平均すべり量 113.0cm Db＝M0b/(μSb) 

実効応力 2.25MPa σb＝(Db/Wb)/(π0.5/Da)r×Σγi
3σa 
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※ 応答スペクトルに基づく手法による地震動評価においては，地質調査結果による断層長さ１０１ｋｍから
松田（1975）による断層長さと地震のマグニチュードの関係式により，Ｍ８．２を用いる。



震源を特定して策定する地震動評価結果

８．検討用地震の地震動評価モデル

震源を特定して策定する地震動評価結果

1000 1000
（h=0.05） （h=0.05）

100 100

m
/
s）

m
/
s）

10 10

速
度

（
c
m

速
度

（
c
m

1 1

0.1
0.01 0.1 1 10

0.1
0.01 0.1 1 10

周 期 （s） 周 期 （s）

基準地震動（設計用応答スペクトルＳｓ－Ｈ）

「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」
尻別川断層による地震（水平方向）
FB-2断層による地震（水平方向）
FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（水平方向）
※太線は応答スペクトルに基づく手法

基準地震動（設計用応答スペクトルＳｓ－Ｖ）

「敷地ごとに震源を特定して策定する地震動」
尻別川断層による地震（鉛直方向）
FB-2断層による地震（鉛直方向）
FS-10断層～岩内堆東撓曲～岩内堆南方背斜による地震（鉛直方向）
※太線は応答スペクトルに基づく手法※太線は応答スペクトルに基づく手法 ※太線は応答スペクトルに基づく手法
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水平方向 鉛直方向
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109



地震発生層の設定

【参考】地震発生層の設定

地震発生層の設定

●地震発生層の厚さに関する知見等

●敷地周辺で実施した弾性波探査結果

●地震調査委員会（2006） ※黒松内低地断層帯の評価を参照

地震発生層上端深さ ： ３ｋｍ
地震発生層下端深さ １５ｋ

●敷地周辺で実施した弾性波探査結果
地震基盤とみなせる層の上端深さ ２．２ｋｍ

地震発生層下端深さ ：１５ｋｍ
（地震発生層厚さ ：１２ｋｍ）

●敷地周辺のキュリー点深度（大久保1984）
地震発生層の下端の目安とされる，

●敷地周辺の地震発生層
上端深さ３ｋｍ程度，下端深さ１５ｋｍ程度と想定

地震発生層の下端の目安とされる，
キュリー点深度の１．５倍の深度：約１０～１５ｋｍ

●地震動評価においては，上端深さ ２．２ｋｍ，下端深さ１８ｋｍと設定
（地震発生層厚さ１５ ８ｋｍ）

●微小地震分布（敷地周辺におけるＤ１０－Ｄ９０評価）
Ｄ１０：３．９ｋｍ，Ｄ９０：１３．６ｋｍ

（地震発生層厚さ１５．８ｋｍ）

敷地周辺で実施した弾性波探査結果

泊発電所

●地震基盤とみなせる層の上端深さ
標高－2200mで地震基盤とみなせるＰ波速度6km/ｓ（Ｓ波速度3.7km/ｓ相当）
の層に到達

泊発電所

Ａ

泊発電所泊発電所

Ｂ

凡 例

○ 観測点

○ 爆破点

Ａ Ｂ
地質断面線

＋
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弾性波探査調査位置



キ リ 点深度分布（大久保（1984）より抜粋）

【参考】地震発生層の設定

キュリー点深度分布（大久保（1984）より抜粋）

●敷地周辺のキュリー点深度
敷地周辺のキュリー点深度：約７～１０ｋｍ程度敷地周辺のキュリ 点深度：約７～１０ｋｍ程度

⇒キュリー点深度の1.5倍の深度：
約１０～１５ｋｍ程度拡大図

敷地周辺におけるＤ１０ Ｄ９０評価敷地周辺におけるＤ１０－Ｄ９０評価
 

140° 141°

凡例

4.0≦Ｍ

西 東
泊発電所

0 km

10 Ｄ10（ 3 9k ）

0 100 200 300 400 500
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【参考】地下構造モデル

※地下構造モデルについては，現在，審査会合にて審議中

地下構造モデルの設定方法（統計的グリーン関数法）

●敷地内・敷地周辺の調査結果・地震観測記録を活用して設定
●調査結果等がない場合 他機関の地下構造モデル等に基づき設定●調査結果等がない場合，他機関の地下構造モデル等に基づき設定

①標高 0m～ ー250m ： 地震観測点におけるボーリング調査・地震観測記録による同定解析
②標高 ー250m～ ー990m ： 1号機原子炉建屋位置におけるボーリング調査
③標高 ー990m～ー2200m ： 弾性波探査・文献
④標高 2200 ： 他機関の地下構造モデル

標高 
(m)

層厚 
(m)

密度 ρ 
(g/cm３)

Ｓ波速度 
Ｖｓ(m/s)

Ｐ波速度 
Ｖｐ(m/s)

Ｑ値 

④標高ー2200m～ ： 他機関の地下構造モデル

(m) (m) (g/cm３) Ｖｓ(m/s) Ｖｐ(m/s)

0 56 

56 194

地震観測点 

PS 検層結果 

地震観測点 

ボーリングデータ 

地震観測記録による同定解析結果 

（初期値は PS 検層結果） 

地震観測記録による

同定解析結果を基に

安全側に設定－56 194 安全側に設定

－250 180 

－430 560

１号機原子炉建屋

PS 検層結果 

１号機原子炉建屋

ボーリングデータ 
１号機原子炉建屋 PS 検層結果 

－430 560 

－990 1210 
弾性波 

探査結果 

ρ＝0.31Vp1/4 

物理探査 

ハンドブック

（1999）

Vp と Vs の関係式

により設定 

太田ほか（1985）

弾性波 

探査結果 

標高－250m 以浅 

の設定値を用いる 

（1999）
太田ほか（1985）

－2200 － － 防災科学技術研究所（2005） 
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【参考】地下構造モデル

※地下構造モデルについては，現在，審査会合にて審議中

統計的グリーン関数法に用いた地下構造モデル

●ＰＳ検層結果，弾性波探査結果などを基に，敷地の地震観測記録に基づき設定

標高 

(m) 

層厚 

(m) 

密度 
ρ 

(g/cm３) 

Ｓ波速度 
Ｖｓ 

(m/s) 

Ｐ波速度 
Ｖｐ 

(m/s) 
Ｑ値 

     0   56 2.1 1175 2660 100 

  －56  194 2.2 1935 3230 100 

250 180 1 9 1350 2700 100－250 180 1.9 1350 2700 100

 －430  560 1.9 1560 3100 100 

 －990 1210 2.5 2400 4500 100 

－2200 － 2.8※ 3500※ 6400※ 150※ 

理論的手法に用いた地下構造モデル

●標高 2200 以浅に いては 統計的グリ ン関数法に用いる地下構造モデルと同様

 ※ －２２００ｍ以深の物性値については（独）防災科学技術研究所（2005）による

●標高ー2200m以浅については，統計的グリーン関数法に用いる地下構造モデルと同様
●標高ー2200m以深については，(独)防災科学技術研究所（2005）による強震動評価において作成された地下構造モデル等を参考に設定

内陸地殻内地震 日本海東縁部の地震

標高 

(m) 

層厚 

(m) 

密度 
ρ 

(g/cm３) 

Ｓ波速度 
Ｖｓ 

(m/s) 

Ｐ波速度 
Ｖｐ 

(m/s) 
Ｑ値 

      0    56 2.1 1175 2660 100 

   －56   194 2.2 1935 3230 100 

標高 

(m) 

層厚 

(m) 

密度 
ρ 

(g/cm３) 

Ｓ波速度 
Ｖｓ 

(m/s) 

Ｐ波速度 
Ｖｐ 

(m/s) 
Ｑ値 

      0    56 2.1 1175 2660 100 

   －56   194 2.2 1935 3230 100 

  －250   180 1.9 1350 2700 100 

  －430   560 1.9 1560 3100 100 

  －990  1210 2.5 2400 4500 100 

 －2200  2800 2.8※１ 3500※１ 6400※１ 150※１ 

 －5000※２ 35000 2.9※２ 3800※２ 6900※１ 150※１ 

  －250   180 1.9 1350 2700 100 

  －430   560 1.9 1560 3100 100 

  －990  1210 2.5 2400 4500 100 

 －2200 17800 2.8※ 3500※ 6400※ 150※ 

－20000※ 10000 3.0※ 3800※ 6900※ 150※ 

※ （独）防災科学技術研究所（2005）による ※１ （独）防災科学技術研究所（2005）による
※２ Mendoza and Fukuyama（1996）による

 

－40000※２ － 3.4※１ 4500※１ 8000※１ 600※１ 

 

－30000※ － 3.4※ 4500※ 8000※ 600※ 
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【参考】連動を考慮した地震動評価結果

敷地前面海域の断層と黒松内低地帯ー八雲断層の連動を考慮した地震動評価結果

●原子力安全・保安院から示された課題を踏まえ，念のため，敷地前面海域の断層と黒松内低地帯ー八雲断層の連動を考慮した地震動評価
を実施した。を実施した。

断層モデル図 地震動評価結果
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応答スペクトル図（NS方向）

Ss-H

海-陸連動（NS方向）

応答スペクトル図（EW方向）

Ss-H

海-陸連動（EW方向）

応答スペクトル図（UD方向）

Ss-V

海-陸連動（UD方向）
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【参考】敷地周辺の地質層序
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【参考】敷地周辺の地形層序
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【参考】変位地形分類基準
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【参考】段丘面分類基準
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【参考】 クスリの沢地点における火山灰分析結果

（ 段 ）クスリの沢地点（Hf1段丘面）
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